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○広瀬川の河川整備状況○広瀬川の河川整備状況

１．河岸侵食対策

 河岸侵食の激しい箇所について、数十年規模の洪水を対象に、防止対策として

護岸や根固工を実施済み。

２．流下阻害対策

 広瀬橋～牛越橋上流区間について、洪水の流下を阻害している河道内の

樹木や中州、寄州について、伐採、河道掘削等を計画的に実施。
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河岸浸食防止　 標準図

袋詰玉石

背面捨石岩盤

○河岸侵食対策○河岸侵食対策

 計画箇所
１．向山地区 施工延長 L=370m （R3年1月完了）
２．土樋地区 施工延長 L=410m （R4年7月完了）

広瀬川

左岸

右岸

３



○河岸侵食対策工箇所図○河岸侵食対策工箇所図

愛宕大橋

宮城県工業

高等学校

向山地区（ R3年1月完了）
袋詰玉石工 L=370m

土樋地区（ R4年7月完了）
袋詰玉石工 L=410m

N
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○河岸侵食対策写真○河岸侵食対策写真

向山地区 土樋地区

施工前（ R元. 12月）施工前（ R元. 12月）

施工後（ R3. 1月）施工後（ R3. 1月） 施工後（ R4. 7月）施工後（ R4. 7月）

施工前（ R3. 10月）施工前（ R3. 10月）
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○流下阻害対策○流下阻害対策

 治水目標
昭和25年8月洪水と同規模の洪水が発生しても、床上浸水等の重大な家屋被害を防止す
る。【戦後最大】【再度災害防止】

昭和2 5 年8 月洪水（ 広瀬川宮沢橋流出）昭和2 5 年8 月洪水（ 広瀬川宮沢橋流出）

昭和2 5 年8 月洪水（ 広瀬川愛宕橋上流）昭和2 5 年8 月洪水（ 広瀬川愛宕橋上流）
【治水対策】
・既設大倉ダムで調整
（700m3/sｶｯﾄ）
・河道内の樹木管理
・河道掘削（中州等）
・築堤（流下能力不足区間）
・嵩上げ

【昭和25年8月洪水】
・名取川流域の山地部において

総雨量400mm以上を記録。
・広瀬橋地点における流量は

3,100m3/sと算定。
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○流下阻害対策○流下阻害対策

【広瀬川管理計画】
（H14～H17に開催の広瀬川環境管理協議会にて、「広瀬川管理計画」を策定。H20に一
部見直し）

 河川整備計画における目標流量の達成に向け、河川環境に十分配慮し、樹木管理
（伐採）や中州・寄州の除去を行う。

 樹木管理（伐採）及び中州・寄州の除去は、宮城県と地域住民や広瀬川に関わるNPO
と協働で作成した「広瀬川管理計画」に基づき実施。

 環境影響を把握するため、モニタリング調査を継続して実施。
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○河道掘削工事実施状況平面図○河道掘削工事実施状況平面図

・ R5年度までにL=約7km、 V=約18万m3の土砂を 撤去済み。
・ R6年度は追廻地区（ L=100m、 V=2, 900m3） を 施工予定。
・ R7年度以降はL＝約1. 3km、 V=約10万m3を順次施工予定。

【 凡例】
： R5年度まで実施箇所
： R6年度実施予定箇所

： R7年度以降実施予定箇所

（１）

（２）

（３）
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○河道掘削工事実施状況平面図 拡大図（ 1 ）○河道掘削工事実施状況平面図 拡大図（ 1 ）

R７ 以降実施予定 堰場・ 越路地区
Ｌ ＝8 0 0 m ， Ｖ ＝5 7 ,0 0 0 m 3

H 3 0 ・ 3 1 実施 米ケ袋地区
Ｌ ＝1 ,3 0 0 m ， Ｖ ＝3 0 ,0 0 0 m 3

R２ ・ R３ 実施 越路地区
Ｌ ＝5 5 0 m ， Ｖ ＝1 3 ,3 0 0 m 3

R４ ・ R５ 実施 越路地区
Ｌ ＝2 7 0 m ， Ｖ ＝5 ,1 4 0 m 3

H 2 3 実施 愛宕堰下流②
Ｌ ＝4 6 5 m ， Ｖ ＝1 8 ,6 0 0 m 3

H 2 2 実施 愛宕堰下流①
Ｌ ＝1 6 7 m ， Ｖ ＝1 2 ,9 0 0 m 3

愛宕大橋
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○河道掘削工事実施状況平面図 拡大図（ 2 ）○河道掘削工事実施状況平面図 拡大図（ 2 ）

H 2 6 実施 御霊屋地区②
Ｌ ＝3 4 0 m ， Ｖ ＝8 ,4 0 0 m 3

H 2 5 実施 御霊屋地区①
Ｌ ＝9 0 3 m ， Ｖ ＝1 3 ,2 0 0 m 3

H 2 4 実施 追廻地区
Ｌ ＝4 5 0 m ， Ｖ ＝1 3 ,2 0 0 m 3

R２ ・ ３ 実施 川内地区
Ｌ ＝5 8 0 m ， Ｖ ＝1 6 ,2 0 0 m 3

R3 ・ R4 実施 川内地区
Ｌ ＝2 8 0 m ， Ｖ ＝２ ,2 0 0 m 3

R２ ・ ３ 実施 川内地区
Ｌ ＝4 0 0 m ， Ｖ ＝1 2 ,0 0 0 m 3

R２ ・ ３ 実施 桜ヶ 岡公園地区
Ｌ ＝1 8 0 m ， Ｖ ＝5 ,0 0 0 m 3

R5 実施 追廻地区
Ｌ ＝1 9 0 m ， Ｖ ＝6 ,1 5 0 m 3

R7 以降実施予定 追廻地区
Ｌ ＝2 6 0 m ， Ｖ ＝6 ,7 0 0 m 3

R6 計画 追廻地区
Ｌ ＝1 0 0 m ， Ｖ ＝2 ,9 0 0 m 3

R3 ・ 4 実施 追廻地区
Ｌ ＝3 5 0 m ， Ｖ ＝2 ,5 0 0 m 3

評定河原橋

大橋

仙台市営地下鉄
東西線

澱橋
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R7 以降実施予定 八幡地区
Ｌ ＝2 3 0 m ， Ｖ ＝3 3 ,5 0 0 m 3

R3 ・ 4 実施 牛越地区
Ｌ ＝6 2 5 m ， Ｖ ＝２ 2 ,8 0 0 m 3

牛越橋

澱橋

○河道掘削工事実施状況平面図 拡大図（ 3 ）○河道掘削工事実施状況平面図 拡大図（ 3 ）
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○流下阻害対策写真○流下阻害対策写真

牛越地区 追廻地区

施工前（ R3. 12月）施工前（ R3. 12月） 施工前（ R5. 11月）施工前（ R5. 11月）

施工後（ R4. 7月）施工後（ R4. 7月） 施工後（ R6. 2月）施工後（ R6. 2月）
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○鳥類定点観測によるモニタ リ ング調査○鳥類定点観測によるモニタ リ ング調査

【モニタリング調査】
河道掘削箇所における鳥類のモニタリング調査により、生息状況の把握を実施。

■ 調査箇所： 7地区 11地点

■ 調査方法： 定点観察、任意観察

■ 調査回数： 3回 （夏季、秋季、冬季）

調査地点位置
（鳥類）

⑦八幡地区

⑤川内地区

④追廻地区
（大橋下流）

③花壇地区
②越路地区

①堰場地区

牛越橋 澱橋

大橋
評定河原橋

霊屋橋

愛宕大橋

（愛宕堰）

愛宕橋

宮沢橋

（郡山堰）

仲の瀬橋⑥川内・
角五郎地区
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H17 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

1 オ シ ド リ 留鳥 Ⅰ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎( ほぼ毎回確認)

2 コ サギ 留鳥 Ⅱ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎( ほぼ毎回確認)

3 イ カ ルチ ド リ 留鳥 Ⅱ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○( 概ね確認)

4 オ オ セ グ ロ カ モ メ 留鳥 Ⅱ ● ● ● ● ● ● ● △( 不明瞭)

5 ミ サゴ 留鳥 Ⅲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○( 概ね確認)

6 ハチ ク マ 夏鳥 Ⅲ ● △( 不明瞭)

7 オ ジ ロ ワ シ 冬鳥 Ⅲ ● △( 不明瞭)

8 ハイ タ カ 留鳥 Ⅲ ● ● ● ● ● △( 不明瞭)

9 オ オ タ カ 留鳥 Ⅲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○( 概ね確認)

10 サシ バ 夏鳥 Ⅲ ● △( 不明瞭)

11 ヤマ セ ミ 留鳥 Ⅱ ● ● ● △( 不明瞭)

12 ハヤブ サ 留鳥 Ⅲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎( ほぼ毎回確認)

13 サン シ ョ ウク イ 夏鳥 Ⅳ ● ● ● △( 不明瞭)

14 オ オ ムシ ク イ 夏鳥 Ⅳ ● ● △( 不明瞭)

合計 14種 － － 5種 5種 5種 5種 7種 7種 7種 8種 7種 8種 6種 7種 5種 5種 6種 7種 6種 －

確認状況No. 種名
渡り
区分

環境
利用
形態

調査年度

55

45

63
61

66

77

69

78

70
68

74

64

68
71

69
67 67 68

20

30

40

50

60

70

80

90

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

確
認

種
数

夏季 秋季 冬季 年間

■ 確認種数

本年度は6 8 種（ 夏季4 5 種、 秋季5 1 種、

冬季5 3 種） で近年と 同水準。

調査範囲が「 広瀬橋～大橋」 に広がっ た

平成2 3 年度以降は、 概ね7 0 種程度が確認

さ れており 、 安定的に推移。

■ 重要種

出現頻度の高い種は全て確認さ れた。

⇒広瀬川全体の鳥類相は維持さ れていると

いえる（ 段階的施工の効果と 考えら れる） 。

表3-1 重要種の経年確認状況（ 全地区）

図3-1 鳥類確認種数の経年変化（ 全地区）

出現頻度が高い種の利用環境

・ オシド リ 、 コ サギ、 イ カ ルチド リ
→水辺

・ ミ サゴ、 オオタ カ
→上空通過（猛禽類）

・ ハヤブサ
→花壇地区の右岸崖に営巣

本年度は出現

頻度の高い種が

全て確認された

：出現頻度が高い重要種

○令和5 年度モニタ リ ング調査結果○令和5 年度モニタ リ ング調査結果（鳥類）
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○地域への情報周知○地域への情報周知

【工事情報の周知】
○広瀬名取川漁業協同組合や日本野鳥の会をはじめ、仙台市や地域住民と事前

調整し工事内容を共有しています。

○工事周辺地域の住民の方々へチラシを配布し、工事予定を周知しています。

【今後の対応】
○これまでの対応に加え、以下により、広く情報周知を図ります。

・宮城県仙台土木事務所のホームページ及び宮城県土木部公式インスタグラムに
工事情報を掲載します。

・仙台市と連携し、仙台市ホームページに工事情報を掲載できるよう調整を進めて
います。
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